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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一般会計当初予算

　令和3年第１回定例会は、3月2日開会し3月17日まで16日間の会期で開かれた。初日は報告２件があり、
承認２件を承認、補正予算５件、工事請負契約１件を可決した。議案7件を予算審査特別委員会に付託、
議案10件を各常任委員会に付託した。3月12日は一般質問があり6名が登壇。3月17日の最終本会議では、
予算審査特別委員会、各常任委員会の委員長から報告があり、議案18件を可決。追加議案の工事請負
変更契約1件を可決、同意2件を同意した。

◆◆令和3年度 一般会計当初予算の主なもの令和3年度 一般会計当初予算の主なもの
担 当 課 内　容　説　明 予算額（千円）事　業　名

“出産祝金”事業新設 第５子以降５０万円“出産祝金”事業新設 第５子以降５０万円

総務課

庁舎管理費（改修工事） 17,000庁舎屋上の防水工事

農業基盤整備促進事業 33,618農道、排水路等の整備を行うための事業（城久・羽里・島中・花良治）

鳥獣防止対策事業費 7,438農作物に対しての鳥獣被害対策を行うための事業（シカ・カラス等）

自然環境保護費
（委託費） 20,000遊歩道の歩道修復・緊急車両用歩道拡張・駐車場整備・展望台設置を予定

財産管理費（修繕料） 4,950池治、佐手久、志戸桶公民館の維持補修費

交通安全対策費
（原材料費） 1,000ロードミラーの修繕や新規設置のための事業

新型コロナウイルス
感染症対策費（委託料） 1,892喜界町港（湾・早町）における、乗船客への検温作業委託費

喜界馬復活・活用プロジェクト
事業費（委託料） 3,120島内では飼育されなくなった喜界馬（現在は十島村で飼育されている）を復

活させるためのプロジェクト

農業振興課

糖業振興費 26,692
基幹作物であるサトウキビ並びに生産量日本一の白ゴマの生産向上を目的
に行うための事業（さとうきび機械導入等支援事業、ゴマ機械助成金、ミニ
トラクター購入助成など）

畜産振興費 29,593
増産・増戸や畑の造成による飼料確保ならびに機械導入による省力化を図
り畜産振興による農業生産の向上を目的に行うための事業（自給飼料増産
対策事業補助金、増頭推進事業補助金など）

園芸振興費 42,882
高収益作物推進による農業生産の向上を目的に行うための事業（農業用ハ
ウス・平張り・防風ネット施設や緑肥等の資材助成、農産物輸送コスト支援補
助金など）

農地費 196,026畑地帯総合整備事業や農地保全、新たな水資源を図るための事業（堆肥実
証実験施設整備、土地改良整備など）

移住促進事業費
（負担金及び交付金） 2,500空き家バンクに登録している物件の改修補助金（集落が中心となって行う

改修、個人が行う改修が対象）

総務管理費
（地方公共交通特別対策
 事業補助金）

33,500生活路線であるバス事業の運営補助金

総務管理費
（鹿児島、喜界、知名航路
 運営基金負担金）

9,080生活路線である船航路の運営負担金

企画観光課

企画費
（喜界町地域公共交通
 会議委員報酬）

165町内の公共交通機関の強化を目的とした会議の委員報酬

離島漁業再生支援事業
（補助費） 4,895離島漁業の再生に向け、集落協定に基づいた取組を実施する事業費

地域おこし協力隊費
（報酬費） 6,048観光物産協会関連、ジオパーク関連、移住定住関連の新規の地域おこし協

力隊に係る3名分の報酬費
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担 当 課 内　容　説　明 予算額（千円）事　業　名

水産業振興費 4,232水産業振興のための事業（町漁協運営補助金など）

水産物加工施設整備費 586水産物加工施設（湾漁港内）の運用で水産物の売上向上を図るための事業

観光費 30,129公園管理、清掃（トイレ等）委託料や観光パンフレットの作成を行うための事業

ジオパーク推進事業 3,389本町の地域資源（隆起サンゴの島）を活かしたジオパーク認定に向けた事業

町民税務課

地籍調査事業 22,510
１筆ごとの土地の所有者、地番及び地目調査及び地籍に関する測量を行い
地籍図・地籍簿を作成し、地籍の明確化を図るための事業（湾、大朝戸、浦原
の各一部調査を行う）

教育費
（中学校費） 44,320

部活動等における大会出場に係る費用の一部を補助する。経済的理由によ
り就学困難な家庭へ、学用備品や給食費等の一部を支援し、中学校教育の
円滑な実地に資する

教育費
（給食施設費） 95,636

安心・安全で栄養バランスのとれたおいしい食事の提供を行い、民間業者と
連携を図り衛生管理の徹底に努める。また地元食材を活用した郷土料理の
提供に努める

教育費
（保健体育総務費） 19,575

生涯を通してスポーツの機会が得られるような体育施設の改善を図り、幅
広くスポーツを普及させ、健康増進と体力向上を目指すための事業（施設
の管理委託料や大島地区大会の選手派遣補助金）

奄美らしい観光推進事業 5,380喜界島らしい地域資源を活用した体験プログラムを通して、島の魅力を感じ
てもらい、ファンやリピーターを確保するための事業

保健福祉課

後期高齢者費
（委託料） 6,840「食」の自立支援事業（訪問給食）を継続実施

後期高齢者費
（扶助費） 4,300長寿祝い金贈呈事業

児童福祉総務費
（扶助費） 13,340出産祝い金：１子目１０万円･２子目２０万円･３子目３０万円･４子目４０万円･

５子目以降５０万円

まちづくり課

道路維持費 13,000一般交通に支障のないよう、道路保全（草刈等）や主に集落要望のあった道
路等の改修工事を行うための事業

道路新設改良費 95,100幹線道路の利便性、安全性を確保するため、整備・補修をし、安全走行を図る
ための事業（前満盛線（空港前）、早町・伊実久線など）

地域住宅交付金事業 123,400公営住宅の老朽化が著しく、近年の住宅事情にそぐわないため建て替えや
改修を計画的に進めるための事業（湾宮戸住宅 Ｉ 棟を新築）

観光案内アプリ導入
事業費 3,000観光アプリケーションを構築し、観光客が手軽に観光地までの経路を検索

出来る様に整備するための事業

企画観光課

地方創生関連事業費
（負担金、補助及び交付金） 200島外から人を呼び込むスポーツイベントを開催した団体に対する補助

（K-SMS支援事業）

こども医療費助成事業費
（扶助費） 6,480こどもの健全な発育とこどもの育てやすい環境を念頭に、疾病治療にかか

る医療費の助成を行うことを目的とする助成金

教育費
（地方創生関連事業費） 3,147家庭の経済的事情に関わらず安心して学び、進路希望できるよう支援する

ための事業（各種検定等の支援、国公立大学進学支援）

教育費
（小学校費） 54,799困り感のある児童の自立や社会参加に向けた取り組みを支援し、生活や学

習上の困難を改善又は克服し、適切な指導支援を行う

教育費
（幼稚園費） 100,573各幼稚園で3年保育を実地し、幼児教育の充実と個に応じたきめ細やかな

対応ができるよう保育環境を整備する

海岸漂着物地域対策
推進費
（委託費・報償費）

8,116海洋ゴミによる海岸機能低下、環境・景観の悪化が見られる
（本町に漂着する海岸ゴミを処理するため同事業を実施）

教育委員会
事務局

教育費事務局費
（スクールバス運行委託料） 43,200スクールバスの運行委託料

教育費事務局費
（入学祝い金） 1,400喜界高校入学生への祝い金（1人2万円）
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令和３年度 一般会計当初予算
歳 入

歳 出《目的別》

（単位：千円）

自主財源
1,136,262千円 （18.4%） 

依存財源
5,038,386千円 （81.6%） 

義務的経費
2,786,656千円 （45.2%） 

その他の経費
2,854,755千円 （46.2%）  

投資的経費
533,237千円 （8.6%）  

町税
　516,418千円 （8.4％）

その他
　21,534千円 （0.3％）

地方譲与税
　44,490千円 （0.7％）

地方消費税交付金
　115,518千円 （1.9％）

国庫支出金
　531,519千円 （8.6％）

町債
　606,100千円 （9.8％）

県支出金
　684,225千円 （11.1％）

繰入金
　288,150千円 （4.7％）

諸収入
　93,352千円 （1.5％）

財産収入
　81,811千円 （1.3％）

使用料及び手数料
　69,506千円 （1.1％）

寄附金
　50,001千円 （0.8％）

分担金及び負担金
　32,024千円 （0.5％）

繰越金
　5,000千円 （0.1％）

地方交付税
　3,035,000千円 （49.2％）

人件費
　1,349,923千円 （21.9％）

扶助費
　646,596千円 （10.5％）

公債費
　790,137千円 （12.8％）

6,174,648
千円

歳 入

6,174,648
千円

歳 出

その他
　9,622千円 （0.1％）

維持補修費
　78,720千円 （1.3％）

補助費等
　535,431千円 （8.7％）

繰出金
　959,962千円 （15.5％）

物件費
　1,271,020千円 （20.6％）

投資及び出資金
　30,939千円 （0.5％）

普通建設事業
　502,298千円 （8.1％）
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カラスによる作物被害状況

道路整備
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第
１
回
定
例
会
で
６
名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

一
般
質
問
町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

質問する
倉橋 博都 議員

カ
ラ
ス
駆
除
年
々
増
加

　

駆
除
方
法
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

本
町
で
は
、
猟
友
会
を
は
じ
め
有
害

捕
獲
従
事
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
駆
除

対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
箱
ワ
ナ
と
銃
に
よ
る
駆
除

を
行
って
い
る
。

　

年
間
何
羽
ぐ
ら
い
駆
除
さ
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
過
去
に
駆
除
さ
れ
た
場

合
の
１
羽
当
た
り
の
駆
除
費
用
は
ど
れ

ぐ
ら
い
な
の
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

平
成
30
年
度
が
３
６
４
羽
、
令
和
元

年
度
が
４
７
７
羽
、
令
和
２
年
度
が
２

月
１
日
現
在
で
４
２
５
羽
と
な
って
い
る
。

　

駆
除
費
用
は
、
１
羽
当
た
り
１
，０
０

０
円
で
あ
る
。

　

駆
除
費
用
の
増
額
は
で
き
な
い
か
伺

う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
課
長

　

買
取
り
価
格
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
あ
る一定
程
度
の
実
績
を
上
げ

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
場
所
に
よ
って
は

集
中
的
に
カ
ラ
ス
の
被
害
が
あ
る
。

　

価
格
に
つい
て
は
、
猟
友
会
の
皆
さ
ん

の
御
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
す

る
。

　

所
信
表
明
の
中
で
鳥
獣
害
対
策
が
出

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
駆
除
対
策
を

や
って
い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

引
き
続
き
捕
獲
オ
リ
、
銃
を
使
っ
た

駆
除
を
行
って
い
く
。

　

町
道
早
町
〜
伊
実
久
区
間
の
補
修
や

整
備
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

道
路
交
付
金
事
業
で
令
和
元
年
度
よ
り

こ
の
路
線
も
修
繕
工
事
を
実
施
し
て
い

る
。
令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

今
月
中
（
３
月
中
）
に
も
工
事
の
発
注

を
予
定
し
て
い
る
。
３
年
度
以
降
も
引

き
続
き
修
繕
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

　

町
道
修
繕
工
事
は
、
早
町
方
面
、

伊
実
久
方
面
ど
ち
ら
か
ら
の
整
備
と
な

る
の
か
。

　
　
　

町
長

　

伊
実
久
方
面
か
ら
ス
タ
ー
ト
と
す
る
。

　

夜
間
の
安
全
対
策
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

夜
間
の
安
全
確
認
表
示
に
つ
い
て
は
、

路
面
の
修
繕
事
業
で
ま
ず
白
線
を
設
置

す
る
。
安
全
上
必
要
な
箇
所
に
は
視
線

誘
導
標
（
ポ
ー
ル
状
）
の
設
置
も
検
討

し
て
い
る
。

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁
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スポーツに取り組む子供達
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カ
ラ
ス
駆
除
年
々
増
加

　

駆
除
方
法
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

本
町
で
は
、
猟
友
会
を
は
じ
め
有
害

捕
獲
従
事
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
駆
除

対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
箱
ワ
ナ
と
銃
に
よ
る
駆
除

を
行
って
い
る
。

　

年
間
何
羽
ぐ
ら
い
駆
除
さ
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
過
去
に
駆
除
さ
れ
た
場

合
の
１
羽
当
た
り
の
駆
除
費
用
は
ど
れ

ぐ
ら
い
な
の
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

平
成
30
年
度
が
３
６
４
羽
、
令
和
元

年
度
が
４
７
７
羽
、
令
和
２
年
度
が
２

月
１
日
現
在
で
４
２
５
羽
と
な
って
い
る
。

　

駆
除
費
用
は
、
１
羽
当
た
り
１
，０
０

０
円
で
あ
る
。

　

駆
除
費
用
の
増
額
は
で
き
な
い
か
伺

う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
課
長

　

買
取
り
価
格
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
あ
る一定
程
度
の
実
績
を
上
げ

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
場
所
に
よ
って
は

集
中
的
に
カ
ラ
ス
の
被
害
が
あ
る
。

　

価
格
に
つい
て
は
、
猟
友
会
の
皆
さ
ん

の
御
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
す

る
。

　

所
信
表
明
の
中
で
鳥
獣
害
対
策
が
出

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
駆
除
対
策
を

や
って
い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

引
き
続
き
捕
獲
オ
リ
、
銃
を
使
っ
た

駆
除
を
行
って
い
く
。

　

町
道
早
町
〜
伊
実
久
区
間
の
補
修
や

整
備
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

道
路
交
付
金
事
業
で
令
和
元
年
度
よ
り

こ
の
路
線
も
修
繕
工
事
を
実
施
し
て
い

る
。
令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

今
月
中
（
３
月
中
）
に
も
工
事
の
発
注

を
予
定
し
て
い
る
。
３
年
度
以
降
も
引

き
続
き
修
繕
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

　

町
道
修
繕
工
事
は
、
早
町
方
面
、

伊
実
久
方
面
ど
ち
ら
か
ら
の
整
備
と
な

る
の
か
。

　
　
　

町
長

　

伊
実
久
方
面
か
ら
ス
タ
ー
ト
と
す
る
。

　

夜
間
の
安
全
対
策
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

夜
間
の
安
全
確
認
表
示
に
つ
い
て
は
、

路
面
の
修
繕
事
業
で
ま
ず
白
線
を
設
置

す
る
。
安
全
上
必
要
な
箇
所
に
は
視
線

誘
導
標
（
ポ
ー
ル
状
）
の
設
置
も
検
討

し
て
い
る
。

質問する
土岐 和貴 議員

子
供
た
ち
の
可
能
性
は
無
限
大

　

人
々
の
求
心
力
を
高
め
る
の
が
ス
ポ
ー

ツ
の
力
。
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
使
っ
て
町
を

活
性
化
し
、
人
々
を
元
気
に
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
子
供
た
ち
の
輝
け
る
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

未
来
の
喜
界
町
を
支
え
て
い
く
子
供

た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
教
育
の
充
実
を
図
り
、

夢
や
希
望
を
与
え
て
い
く
取
組
は
必
要

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

可
能
性
を
広
げ
夢
や
希
望
を
与
え
て

い
く
取
組
は
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
文

化
活
動
も
含
め
て
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
文
化
活
動
は
仲
間

と
切
磋
琢
磨
し
成
長
し
て
い
け
る
大
事

な
役
割
が
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
向
き
子
供
た
ち

の
活
躍
を
町
長
は
じ
め
教
育
長
が
見
て

頂
き
、
町
全
体
で
応
援
し
て
い
く
環
境

づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

頑
張
っ
て
い
る
子
供
た
ち
を
直
接
応

援
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
、
公
務

の
関
係
も
あ
り
機
会
が
限
ら
れ
る
。
各

競
技
団
体
と
日
程
調
整
を
図
り
、
可

能
な
範
囲
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　

教
育
長

　

重
点
施
策
の
中
に
、
や
れ
ば
で
き
る

可
能
性
へ
の
挑
戦
を
合
い
言
葉
に
、
幼

児
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
自
ら
の
可
能

性
に
挑
戦
し
、
よ
り
高
い
自
分
を
目
指

す
た
め
夢
や
志
を
育
む
教
育
の
推
進
に

努
め
て
い
る
。
可
能
な
限
り
参
加
し
、

子
供
た
ち
を
支
援
し
応
援
し
て
参
り
た

い
。

　

保
護
者
は
年
に
一
回
希
望
す
る
大
会

の
支
援
促
進
を
強
く
希
望
し
て
い
る
。

本
町
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て

い
る
か
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

教
育
長

　

大
会
に
つ
い
て
は
、
競
技
種
目
に
よ
っ

て
大
会
の
数
、
規
模
、
実
施
方
法
が
異

な
る
た
め
、
公
平
性
と
平
等
性
な
ど
考

慮
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
、
支
援
を
拡
充
す
る
方
向
で
考
え
て

い
る
。

　

子
供
た
ち
の
才
能
を
最
大
限
に
引
き

出
す
た
め
I
C
T
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー

ツ
遠
隔
指
導
「
リ
モ
ー
ト
教
育
」
が
必

要
に
な
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

リ
モ
ー
ト
で
ア
ス
リ
ー
ト
や
指
導
者
と

触
れ
合
え
る
機
会
が
増
え
れ
ば
、
離
島

の
ハン
デ
も
克
服
で
き
可
能
性
を
広
げ
る

貴
重
な
体
験
が
実
現
で
き
る
。
I
C
T

を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
教
育
は
進
め
て

い
く
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　

I
C
T
機
器
を
教
育
委
員
会
で
管

理
し
各
競
技
団
体
へ
貸
し
出
し
で
き
る

よ
う
な
取
組
は
可
能
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
意
見
を
伺
う
。

　
　
　

教
育
長

　

I
C
T
教
育
を
進
め
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
活
用

方
法
な
ど
も
含
め
て
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
充
実
を

　

生
活
が
ど
ん
ど
ん
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

A
I
な
ど
の
新
た
な
技
術
が
生
ま
れ
る

中
、
10
年
先
の
未
来
す
ら
予
測
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
って
い
る
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
必
修
化
さ
れ
て
い
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

　
　
　

教
育
長

　

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
狙
い
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
的
思
考
を
育
む
こ
と
。コ
ン
ピュ
ー

タ
ー
を
上
手
に
活
用
し
て
身
近
な
問
題

を
解
決
し
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
い
て
い

く
。
各
教
科
の
学
び
を
よ
り
確
実
な
も

の
に
す
る
こ
と
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活

用
で
き
る
楽
し
さ
、
面
白
さ
を
実
感
し

て
い
く
こ
と
は
重
要
だ
と
考
え
る
。

女
性
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

実
現
に
向
け
て

　

妊
産
婦
の
不
安
の
解
消
を
実
現
し
て

い
く
た
め
、
子
育
て
の
応
援
と
し
て
出

産
祝
い
金
や
乳
幼
児
紙
オ
ム
ツ
購
入
費
一

部
助
成
な
ど
町
独
自
の
児
童
福
祉
向
上

が
促
進
し
て
い
く
中
で
、
妊
産
婦
に
と
っ

て
経
済
面
だ
け
で
は
な
く
精
神
面
の
負

担
軽
減
も
必
要
と
考
え
る
。

　

家
族
の
島
外
旅
費
の
給
付
実
現
を
図

り
、
い
つ
で
も
駆
け
つ
け
ら
れ
る
環
境
を

整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

昨
年
度
か
ら
産
婦
健
診
費
の
助
成
等

を
段
階
的
に
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も

妊
産
婦
や
新
生
児
に
係
る
助
成
が
必
要

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
助
成
事

業
の
財
源
確
保
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
い
て
、
国
や
県
の
助
成
事
業
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
す
る
よ
う
に
努
め
て

い
る
。
家
族
の
島
外
旅
費
給
付
に
つ
い
て

は
、
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
要
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子
供
た
ち
の
可
能
性
は
無
限
大

　

人
々
の
求
心
力
を
高
め
る
の
が
ス
ポ
ー

ツ
の
力
。
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
使
っ
て
町
を

活
性
化
し
、
人
々
を
元
気
に
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
子
供
た
ち
の
輝
け
る
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

未
来
の
喜
界
町
を
支
え
て
い
く
子
供

た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
教
育
の
充
実
を
図
り
、

夢
や
希
望
を
与
え
て
い
く
取
組
は
必
要

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

可
能
性
を
広
げ
夢
や
希
望
を
与
え
て

い
く
取
組
は
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
文

化
活
動
も
含
め
て
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
文
化
活
動
は
仲
間

と
切
磋
琢
磨
し
成
長
し
て
い
け
る
大
事

な
役
割
が
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
向
き
子
供
た
ち

の
活
躍
を
町
長
は
じ
め
教
育
長
が
見
て

頂
き
、
町
全
体
で
応
援
し
て
い
く
環
境

づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

頑
張
っ
て
い
る
子
供
た
ち
を
直
接
応

援
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
、
公
務

の
関
係
も
あ
り
機
会
が
限
ら
れ
る
。
各

競
技
団
体
と
日
程
調
整
を
図
り
、
可

能
な
範
囲
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　

教
育
長

　

重
点
施
策
の
中
に
、
や
れ
ば
で
き
る

可
能
性
へ
の
挑
戦
を
合
い
言
葉
に
、
幼

児
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
自
ら
の
可
能

性
に
挑
戦
し
、
よ
り
高
い
自
分
を
目
指

す
た
め
夢
や
志
を
育
む
教
育
の
推
進
に

努
め
て
い
る
。
可
能
な
限
り
参
加
し
、

子
供
た
ち
を
支
援
し
応
援
し
て
参
り
た

い
。

　

保
護
者
は
年
に
一
回
希
望
す
る
大
会

の
支
援
促
進
を
強
く
希
望
し
て
い
る
。

本
町
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て

い
る
か
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

教
育
長

　

大
会
に
つ
い
て
は
、
競
技
種
目
に
よ
っ

て
大
会
の
数
、
規
模
、
実
施
方
法
が
異

な
る
た
め
、
公
平
性
と
平
等
性
な
ど
考

慮
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
、
支
援
を
拡
充
す
る
方
向
で
考
え
て

い
る
。

　

子
供
た
ち
の
才
能
を
最
大
限
に
引
き

出
す
た
め
I
C
T
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー

ツ
遠
隔
指
導
「
リ
モ
ー
ト
教
育
」
が
必

要
に
な
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

リ
モ
ー
ト
で
ア
ス
リ
ー
ト
や
指
導
者
と

触
れ
合
え
る
機
会
が
増
え
れ
ば
、
離
島

の
ハン
デ
も
克
服
で
き
可
能
性
を
広
げ
る

貴
重
な
体
験
が
実
現
で
き
る
。
I
C
T

を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
教
育
は
進
め
て

い
く
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　

I
C
T
機
器
を
教
育
委
員
会
で
管

理
し
各
競
技
団
体
へ
貸
し
出
し
で
き
る

よ
う
な
取
組
は
可
能
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
意
見
を
伺
う
。

　
　
　

教
育
長

　

I
C
T
教
育
を
進
め
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
活
用

方
法
な
ど
も
含
め
て
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
充
実
を

　

生
活
が
ど
ん
ど
ん
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

A
I
な
ど
の
新
た
な
技
術
が
生
ま
れ
る

中
、
10
年
先
の
未
来
す
ら
予
測
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
って
い
る
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
必
修
化
さ
れ
て
い
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

　
　
　

教
育
長

　

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
狙
い
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
的
思
考
を
育
む
こ
と
。コ
ン
ピュ
ー

タ
ー
を
上
手
に
活
用
し
て
身
近
な
問
題

を
解
決
し
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
い
て
い

く
。
各
教
科
の
学
び
を
よ
り
確
実
な
も

の
に
す
る
こ
と
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活

用
で
き
る
楽
し
さ
、
面
白
さ
を
実
感
し

て
い
く
こ
と
は
重
要
だ
と
考
え
る
。

女
性
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

実
現
に
向
け
て

　

妊
産
婦
の
不
安
の
解
消
を
実
現
し
て

い
く
た
め
、
子
育
て
の
応
援
と
し
て
出

産
祝
い
金
や
乳
幼
児
紙
オ
ム
ツ
購
入
費
一

部
助
成
な
ど
町
独
自
の
児
童
福
祉
向
上

が
促
進
し
て
い
く
中
で
、
妊
産
婦
に
と
っ

て
経
済
面
だ
け
で
は
な
く
精
神
面
の
負

担
軽
減
も
必
要
と
考
え
る
。

　

家
族
の
島
外
旅
費
の
給
付
実
現
を
図

り
、
い
つ
で
も
駆
け
つ
け
ら
れ
る
環
境
を

整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

昨
年
度
か
ら
産
婦
健
診
費
の
助
成
等

を
段
階
的
に
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も

妊
産
婦
や
新
生
児
に
係
る
助
成
が
必
要

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
助
成
事

業
の
財
源
確
保
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
い
て
、
国
や
県
の
助
成
事
業
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
す
る
よ
う
に
努
め
て

い
る
。
家
族
の
島
外
旅
費
給
付
に
つ
い
て

は
、
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

質問する
良岡 理一郎 議員

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器

徳
洲
会
病
院
に
設
置

　

本
町
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
を
設
置
し
、

検
査
結
果
を
短
時
間
で
得
る
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
町
長
は
前
回
12
月

議
会
に
お
い
て
「
医
療
機
関
と
連
携
し

た
準
備
を
進
め
て
い
る
」
と
答
弁
さ
れ

て
い
る
。
進
捗
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

検
査
結
果
が
早
く
判
明
す
る
の
は
、

感
染
が
疑
わ
れ
る
患
者
本
人
の
精
神
的

不
安
を
解
消
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
も
重

要
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
間

は
、
検
体
を
船
便
で
鹿
児
島
の
検
査
セ

ン
タ
ー
に
搬
送
し
、
結
果
判
明
ま
で
５

日
を
要
し
、
そ
の
後
、
航
空
便
で
３
日

ほ
ど
に
短
縮
さ
れ
て
き
た
。
昨
年
12
月

末
か
ら
喜
界
徳
洲
会
病
院
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
機
を
導
入
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

15
分
ほ
ど
で
検
査
結
果
が
出
る
よ
う
に

な
り
、
時
間
短
縮
の
課
題
は
解
決
さ
れ

て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
社
会
的
検
査
は

国
の
動
向
注
視

　

町
内
の
医
療
機
関
、
老
人
施
設
は
ク

ラ
ス
タ
ー
（
感
染
集
団
化
）
の
恐
れ
も

あ
る
。
感
染
を
初
期
段
階
で
抑
え
込
む

た
め
に
も
、
医
療
機
関
、
介
護
施
設
で

働
く
職
員
や
利
用
者
に
対
し
て
早
期
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
社
会
的
検
査
を
す
べ
き
で
あ
り
、

財
源
は
財
政
調
整
基
金
を
も
視
野
に
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　　
　
　

町
長

　

高
齢
者
は
病
状
が
重
症
化
し
や
す

く
、
医
療
提
供
体
制
へ
の
負
担
の
増
大

を
防
ぐ
観
点
か
ら
も
感
染
防
止
や
早
期

対
応
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
現

在
は
感
染
症
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
い

る
。
質
問
の
社
会
的
検
査
に
つい
て
は
財

源
が
課
題
で
あ
り
、
国
の
財
源
拡
充
を

含
め
注
視
し
て
い
き
た
い
。
実
施
に
際

し
て
財
源
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
る
が
、
当
面
は
国
の
指
針
に
そ
って

進
め
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

入
荷
が
確
定
次
第
町
民
へ
案
内

　

本
町
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画

に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

① 

町
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
順
次
接

種
の
ク
ー
ポ
ン
券
と
予
診
票
を
届
け
る

予
定
だ
が
ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
の
確
実
な
情

報
を
待
って
や
り
た
い
。
住
民
票
が
島
に

な
く
て
も
現
地
で
接
種
が
可
能
。

② 

町
で
は
２
月
８
日
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

推
進
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
諸
準
備
を

進
め
て
い
る
。
先
行
接
種
対
象
の
医
療

関
係
者
等
の
１
９
０
名
に
つ
い
て
は
３
月

14
日
か
ら
接
種
を
開
始
し
て
い
る
。

③ 

現
時
点
（
３
／
12
）
で
は
今
後
の
ワ

ク
チ
ン
入
荷
が
４
月
下
旬
と
さ
れ
て
お

り
、
入
荷
が
確
実
に
な
っ
た
時
点
で
町

民
へ
案
内
す
る
。
対
象
者
は
３
月
１
日

現
在
16
歳
以
上
の
６
，０
４
０
名
。
内
、

高
齢
者
２
，７
６
２
名
を
予
定
し
て
い

る
。

④ 

接
種
会
場
は
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
で
集
団
接
種
、
そ
の
後
は
医
療

機
関
で
個
別
接
種
を
予
定
し
て
い
る
。

高
齢
者
施
設
は
訪
問
し
て
接
種
予
定
。

⑤ 

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー（
強
い
副
反
応
）

対
策
と
し
て
は
接
種
後
15
分
の
待
機
を

お
願
い
し
、
副
反
応
時
に
は
す
ぐ
に
治

療
で
き
る
体
制
を
用
意
し
て
い
る
。

野
生
シ
カ
対
策

生
息
数
を
再
調
査

　

平
成
30
年
度
の
生
息
数
調
査
で
１
１

５
頭
と
推
測
し
、
同
時
に
く
く
り
ワ
ナ

免
許
取
得
者
へ
の
費
用
を
町
で
補
助
す

る
な
か
で
人
的
体
制
も
整
って
き
た
と
こ

ろ
だ
が
最
近
、
農
家
の
方
々
の
被
害
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
改
め
て
の
対
策
を

伺
う
。

　
　
　

町
長
・
農
業
振
興
課
長

　

町
に
も
10
件
ほ
ど
被
害
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
か
ぼ
ち
ゃ
、
か
ん
き
つ
類
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
被
害
報
告
が
あ
り
、
直
ち
に

猟
友
会
等
と
連
携
し
対
策
を
と
っ
て
い

る
。
令
和
２
年
度
は
59
頭
を
捕
獲
、
駆

除
し
て
い
る
。
幼
獣
の
捕
獲
補
助
金
を

成
獣
並
み
に
と
要
望
だ
が
、
関
係
者
の

要
望
も
な
い
の
で
引
き
上
げ
の
必
要
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
は
２
回
目
の
生
息
数
調

査
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
対
策
を
強
化
し
た
い
。

動
物
病
院
出
張
診
療

今
後
は
ノ
ラ
ネ
コ
対
策
も

　

多
く
の
町
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
る

施
策
で
あ
る
。
毎
回
、
平
均
で
約
90
頭

の
イ
ヌ
・
ネ
コ
が
診
療
・
不
妊
手
術
を

受
け
て
い
る
。

　

今
後
は
ノ
ラ
ネ
コ
対
策
が
必
要
で
ノ
ラ

ネ
コ
Ｔ
Ｎ
Ｒ（
野
良
猫
を
捕
獲
し
、避
妊
・

去
勢
手
術
を
し
た
あ
と
元
の
場
所
に
戻

す
と
い
う
方
法
）
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　

町
長
・
町
民
税
務
課
長

　

動
物
愛
護
法
で
は
動
物
の
所
有
者
に

対
し
て
、
動
物
が
み
だ
り
に
繁
殖
し
て

適
正
に
飼
育
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
ら

な
い
よ
う
適
切
な
措
置
を
求
め
て
い
る
。

ノ
ラ
ネ
コ
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
Ｔ
Ｎ

Ｒ
に
よ
る
不
妊
手
術
が
有
効
な
手
段
の一

つ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
動
物
病
院
の
協
力
が

不
可
欠
。
生
息
数
調
査
等
、
飼
い
猫
と

ノ
ラ
ネ
コ
の
区
別
等
課
題
も
多
い
。
近

隣
自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど
参
考
に
検

討
す
る
。

共
同
墓（
納
骨
堂
）協
議
会
で

検
討

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
５
４
５
世
帯

か
ら
回
答
い
た
だ
き
１
０
８
件
も
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
多
く
の
町
民
の
思
い
、
共
感
と
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
町
長
の
思
い
と
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
い
た
だ
き
、
区

長
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
。

　

納
骨
堂
が
必
要
と
言
う
の
が
１
９
３

人
で
36
％
、
将
来
的
に
必
要
で
あ
ろ
う

と
い
う
の
が
２
６
３
人
で
48
％
、
納
骨
堂

の
必
要
性
を
望
む
声
が
合
わ
せ
て
83
％

も
あ
る
。
今
後
に
つい
て
は
、
町
民
の
協

議
会
を
設
置
し
て
議
論
を
進
め
て
い
き

た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
要

質
要
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器

徳
洲
会
病
院
に
設
置

　

本
町
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
を
設
置
し
、

検
査
結
果
を
短
時
間
で
得
る
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
町
長
は
前
回
12
月

議
会
に
お
い
て
「
医
療
機
関
と
連
携
し

た
準
備
を
進
め
て
い
る
」
と
答
弁
さ
れ

て
い
る
。
進
捗
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

検
査
結
果
が
早
く
判
明
す
る
の
は
、

感
染
が
疑
わ
れ
る
患
者
本
人
の
精
神
的

不
安
を
解
消
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
も
重

要
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
間

は
、
検
体
を
船
便
で
鹿
児
島
の
検
査
セ

ン
タ
ー
に
搬
送
し
、
結
果
判
明
ま
で
５

日
を
要
し
、
そ
の
後
、
航
空
便
で
３
日

ほ
ど
に
短
縮
さ
れ
て
き
た
。
昨
年
12
月

末
か
ら
喜
界
徳
洲
会
病
院
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
機
を
導
入
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

15
分
ほ
ど
で
検
査
結
果
が
出
る
よ
う
に

な
り
、
時
間
短
縮
の
課
題
は
解
決
さ
れ

て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
社
会
的
検
査
は

国
の
動
向
注
視

　

町
内
の
医
療
機
関
、
老
人
施
設
は
ク

ラ
ス
タ
ー
（
感
染
集
団
化
）
の
恐
れ
も

あ
る
。
感
染
を
初
期
段
階
で
抑
え
込
む

た
め
に
も
、
医
療
機
関
、
介
護
施
設
で

働
く
職
員
や
利
用
者
に
対
し
て
早
期
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
社
会
的
検
査
を
す
べ
き
で
あ
り
、

財
源
は
財
政
調
整
基
金
を
も
視
野
に
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　　
　
　

町
長

　

高
齢
者
は
病
状
が
重
症
化
し
や
す

く
、
医
療
提
供
体
制
へ
の
負
担
の
増
大

を
防
ぐ
観
点
か
ら
も
感
染
防
止
や
早
期

対
応
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
現

在
は
感
染
症
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
い

る
。
質
問
の
社
会
的
検
査
に
つい
て
は
財

源
が
課
題
で
あ
り
、
国
の
財
源
拡
充
を

含
め
注
視
し
て
い
き
た
い
。
実
施
に
際

し
て
財
源
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
る
が
、
当
面
は
国
の
指
針
に
そ
って

進
め
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

入
荷
が
確
定
次
第
町
民
へ
案
内

　

本
町
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画

に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

① 

町
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
順
次
接

種
の
ク
ー
ポ
ン
券
と
予
診
票
を
届
け
る

予
定
だ
が
ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
の
確
実
な
情

報
を
待
って
や
り
た
い
。
住
民
票
が
島
に

な
く
て
も
現
地
で
接
種
が
可
能
。

② 

町
で
は
２
月
８
日
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

推
進
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
諸
準
備
を

進
め
て
い
る
。
先
行
接
種
対
象
の
医
療

関
係
者
等
の
１
９
０
名
に
つ
い
て
は
３
月

14
日
か
ら
接
種
を
開
始
し
て
い
る
。

③ 

現
時
点
（
３
／
12
）
で
は
今
後
の
ワ

ク
チ
ン
入
荷
が
４
月
下
旬
と
さ
れ
て
お

り
、
入
荷
が
確
実
に
な
っ
た
時
点
で
町

民
へ
案
内
す
る
。
対
象
者
は
３
月
１
日

現
在
16
歳
以
上
の
６
，０
４
０
名
。
内
、

高
齢
者
２
，７
６
２
名
を
予
定
し
て
い

る
。

④ 

接
種
会
場
は
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
で
集
団
接
種
、
そ
の
後
は
医
療

機
関
で
個
別
接
種
を
予
定
し
て
い
る
。

高
齢
者
施
設
は
訪
問
し
て
接
種
予
定
。

⑤ 

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー（
強
い
副
反
応
）

対
策
と
し
て
は
接
種
後
15
分
の
待
機
を

お
願
い
し
、
副
反
応
時
に
は
す
ぐ
に
治

療
で
き
る
体
制
を
用
意
し
て
い
る
。

野
生
シ
カ
対
策

生
息
数
を
再
調
査

　

平
成
30
年
度
の
生
息
数
調
査
で
１
１

５
頭
と
推
測
し
、
同
時
に
く
く
り
ワ
ナ

免
許
取
得
者
へ
の
費
用
を
町
で
補
助
す

る
な
か
で
人
的
体
制
も
整
って
き
た
と
こ

ろ
だ
が
最
近
、
農
家
の
方
々
の
被
害
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
改
め
て
の
対
策
を

伺
う
。

　
　
　

町
長
・
農
業
振
興
課
長

　

町
に
も
10
件
ほ
ど
被
害
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
か
ぼ
ち
ゃ
、
か
ん
き
つ
類
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
被
害
報
告
が
あ
り
、
直
ち
に

猟
友
会
等
と
連
携
し
対
策
を
と
っ
て
い

る
。
令
和
２
年
度
は
59
頭
を
捕
獲
、
駆

除
し
て
い
る
。
幼
獣
の
捕
獲
補
助
金
を

成
獣
並
み
に
と
要
望
だ
が
、
関
係
者
の

要
望
も
な
い
の
で
引
き
上
げ
の
必
要
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
は
２
回
目
の
生
息
数
調

査
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
対
策
を
強
化
し
た
い
。

動
物
病
院
出
張
診
療

今
後
は
ノ
ラ
ネ
コ
対
策
も

　

多
く
の
町
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
る

施
策
で
あ
る
。
毎
回
、
平
均
で
約
90
頭

の
イ
ヌ
・
ネ
コ
が
診
療
・
不
妊
手
術
を

受
け
て
い
る
。

　

今
後
は
ノ
ラ
ネ
コ
対
策
が
必
要
で
ノ
ラ

ネ
コ
Ｔ
Ｎ
Ｒ（
野
良
猫
を
捕
獲
し
、避
妊
・

去
勢
手
術
を
し
た
あ
と
元
の
場
所
に
戻

す
と
い
う
方
法
）
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　

町
長
・
町
民
税
務
課
長

　

動
物
愛
護
法
で
は
動
物
の
所
有
者
に

対
し
て
、
動
物
が
み
だ
り
に
繁
殖
し
て

適
正
に
飼
育
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
ら

な
い
よ
う
適
切
な
措
置
を
求
め
て
い
る
。

ノ
ラ
ネ
コ
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
Ｔ
Ｎ

Ｒ
に
よ
る
不
妊
手
術
が
有
効
な
手
段
の一

つ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
動
物
病
院
の
協
力
が

不
可
欠
。
生
息
数
調
査
等
、
飼
い
猫
と

ノ
ラ
ネ
コ
の
区
別
等
課
題
も
多
い
。
近

隣
自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど
参
考
に
検

討
す
る
。

共
同
墓（
納
骨
堂
）協
議
会
で

検
討

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
５
４
５
世
帯

か
ら
回
答
い
た
だ
き
１
０
８
件
も
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
多
く
の
町
民
の
思
い
、
共
感
と
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
町
長
の
思
い
と
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
い
た
だ
き
、
区

長
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
。

　

納
骨
堂
が
必
要
と
言
う
の
が
１
９
３

人
で
36
％
、
将
来
的
に
必
要
で
あ
ろ
う

と
い
う
の
が
２
６
３
人
で
48
％
、
納
骨
堂

の
必
要
性
を
望
む
声
が
合
わ
せ
て
83
％

も
あ
る
。
今
後
に
つい
て
は
、
町
民
の
協

議
会
を
設
置
し
て
議
論
を
進
め
て
い
き

た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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質問する
米田 信也 議員

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
へ

　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
県
内
で
、

鹿
児
島
市
、
霧
島
市
、
阿
久
根
市
な
ど

が
導
入
し
て
い
る
。

　

本
町
も
導
入
を
検
討
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

教
育
長

　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
効
率
的
な

校
務
処
理
と
、
そ
の
結
果
生
み
出
さ
れ

る
教
育
活
動
の
質
の
改
善
、
教
員
の
ゆ

と
り
の
確
保
を
目
的
と
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。

　

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
数
年
前

か
ら
県
内
の
自
治
体
で
導
入
す
る
動
き

が
見
ら
れ
、
現
在
で
は
全
て
の
自
治
体

で
導
入
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
そ
の
動
向
を
踏

ま
え
、
令
和
３
年
度
に
通
信
環
境
等
を

整
備
し
、
令
和
４
年
度
に
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
図
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て
い
る
。

　

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
の
メ

リ
ッ
ト
、
特
に
子
供
た
ち
に
対
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
等
を
伺
う
。

　
　
　

教
育
長

　

１
点
目
、
出
席
簿
や
通
知
表
な
ど
の

異
な
る
帳
簿
や
帳
票
で
あ
っ
て
も
同
じ

デ
ー
タ
を
何
度
も
使
用
す
る
も
の
は
、

１
か
所
に
入
力
す
る
だ
け
で
全
て
に
リ
ン

ク
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
じ
作
業
を
繰

り
返
す
必
要
が
な
く
な
る
。

　

２
点
目
、
評
価
や
評
定
を
入
力
す
る

こ
と
で
、
通
知
表
や
指
導
要
録
等
の
成

績
欄
に
反
映
さ
せ
た
り
、
テ
ス
ト
の
点

数
、
素
点
を
入
力
し
た
後
に
、
評
価
や

評
定
を
自
動
で
算
出
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
計
算
ミ
ス
等
の
誤
記

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

３
点
目
、
職
員
への
連
絡
事
項
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
送
信
、
編
集
、
閲
覧
な

ど
が
で
き
る
掲
示
板
機
能
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
全
職
員
に
対
し
て
、
連
絡
の

正
確
な
内
容
、
期
限
等
の
周
知
徹
底
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。
一括
管
理
す
る
こ

と
、
ま
た
、
サ
ー
バ
ー
は
役
場
に
置
く

こ
と
に
な
り
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
防

止
に
役
立
つ
と
考
え
て
い
る
。

　

４
点
目
、
繁
忙
期
に
お
け
る
校
務
時

間
が
、
１
日
当
た
り
１
時
間
以
上
効
率

化
さ
れ
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
教
職

員
の
業
務
改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
る
。

一般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は

も
っ
と
住
民
説
明
会
を

　

最
終
灰
の
処
分
場
建
設
、
集
落
説
明

会
の
進
捗
状
況
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

喜
界
町
に
は
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
が
な
い
た
め
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

出
た
灰
は
、
現
在
、
特
例
と
し
て
薩
摩

川
内
市
の
エ
コ
パ
ー
ク
か
ご
し
ま
に
、
令

和
４
年
度
ま
で
の
期
限
付
の
搬
入
と
な
っ

て
い
る
。
県
内
で一般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
が
な
い
市
町
村
は
三
島
村
と
十
島

村
、
喜
界
町
の
３
町
村
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
以
前
、
環
境
影
響

調
査
を
実
施
し
た
。
塩
道
集
落
と
佐
手

久
集
落
の
中
間
に
あ
る
候
補
地
で
の
建

設
を
お
願
い
す
る
た
め
、
塩
道
集
落
で

は
２
月
24
日
、
佐
手
久
集
落
で
は
２
月

26
日
に
集
落
説
明
会
を
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

予
定
地
に
は
集
落
共
有
地
も
あ
る
た

め
、
建
設
へ
の
御
理
解
が
い
た
だ
け
る
よ

う
、
今
後
も
丁
寧
に
説
明
を
し
て
い
き

た
い
。

質問する
榮 優太 議員

町
長
の
政
治
姿
勢
、

具
体
的
な
施
策
は

　

施
政
方
針
で
、「
き
ら
り
と
輝
く
若

い
世
代
を
後
押
し
す
る
」「
き
ら
り
と

輝
き
安
全
な
暮
ら
し
が
で
き
る
島
」「
き

ら
り
と
輝
く
た
め
の
仕
事
の
創
設
」「
き

ら
り
と
輝
く
た
め
の
人
を
呼
び
込
む
」、

四
つ
の
重
点
施
策
は
若
者
が
安
心
し
て

島
で
生
活
で
き
る
。
人
口
減
に
歯
止
め

と
な
る
施
策
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
若

い
職
員
チ
ー
ム
で
構
成
し
て
、
島
外
に

住
ん
で
い
る
若
者
と
の
情
報
共
有
や
新

た
な
政
策
を
検
討
す
る
組
織
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

町
の
施
策
は
長
期
総
合
振
興
計
画
が

基
本
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
計
画

更
新
の
時
期
で
も
あ
り
、
計
画
策
定
の

過
程
で
、
職
員
や
若
者
に
限
ら
ず
幅
広

い
年
代
の
立
場
の
方
々
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
改
定
さ
れ
た
喜
界
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
第
２
期
喜
界
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に

も
、
若
者
の
ま
ち
づ
く
り
参
画
を
促
す

た
め
に
、
若
者
創
生
会
議
事
業
も
取
り

入
れ
、
島
内
外
の
方
々
の
意
見
も
含
め
、

貴
重
な
意
見
を
吸
い
上
げ
、
施
策
に
反

映
さ
せ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。　

小
・
中
学
生
遠
征
費
助
成
率

引
き
上
げ

　

家
庭
教
育
の
負
担
軽
減
、
小
中
学
生

の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
係
る
遠
征
費
の
助

成
額
を
増
額
し
負
担
軽
減
を
図
る
な

ど
、
計
画
が
あ
る
の
か
。
ま
た
競
技
種

目
に
よ
って
は
人
数
や
遠
征
の
回
数
な
ど

様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
等
に
助
成

で
き
る
か
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

教
育
長

　

小
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
係

る
遠
征
旅
費
の
助
成
額
を
増
額
し
、
負

担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
小
学
生
に
つ
い
て
は
、

年
１
回
実
施
さ
れ
る
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
交
歓
大
会
に
出
場
す
る
競
技
団
体

に
対
し
て
、
遠
征
旅
費
の
助
成
を
50
％

か
ら
来
年
度
は
助
成
率
を
70
％
に
引
き

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

中
学
生
に
つい
て
は
、
こ
れ
ま
で
中
学

校
体
育
連
盟
、
中
体
連
主
催
の
大
会
を

基
本
に
、
地
区
大
会
に
つ
い
て
は
50
％
、

県
大
会
に
つ
い
て
は
70
％
、
九
州
大
会
、

全
国
大
会
に
つ
い
て
は
全
額
を
補
助
し

て
い
る
が
、
地
区
大
会
の
50
％
を
70
％

に
引
き
上
げ
、
ま
た
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
の
文
化
活
動
も
同
様
に
70
％
に
引
き

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
大
会
等
に
つい
て
は
、ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
に
平
等
性
、
公
平
性
等

考
慮
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
関
係
以
外
の
小

中
学
生
の
文
化
活
動
に
関
す
る
助
成
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
な
支
援
や
助
成
は
、

実
施
し
て
い
な
い
が
、
今
後
は
活
動
の

実
態
、
大
会
の
性
質
な
ど
の
把
握
に
努

め
、
必
要
性
等
を
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
買
取
り
価

格
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
１
０
０
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
会
で
定
期
的
に

捕
獲
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
は
ど
う
か
、
見

解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

平
成
19
年
度
よ
り
ゴマ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
の
買
取
り
事
業
を
始
め
、
買
取
り

価
格
は
、
当
初
１
匹
当
た
り
10
円
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
30
円
、
50
円
と
推
移
し
、

平
成
30
年
度
か
ら
現
在
の
１
匹
当
た
り

１
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
買
取
り
数
に

つ
い
て
は
、
１
，０
０
０
匹
か
ら
３
，０
０

０
匹
程
度
に
な
って
お
り
、昨
年
は
約
４
，

７
０
０
匹
と
大
幅
に
増
加
し
、
過
去
最

大
と
な
っ
て
い
る
。
買
取
り
に
は
一
定
の

効
果
が
出
て
い
る
も
の
と
考
え
、
価
格

に
つ
い
て
今
の
と
こ
ろ
適
正
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

教
育
長

　

独
自
の
規
約
を
定
め
て
自
主
的
に
運

営
し
て
い
る
１
０
０
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

あ
る
た
め
、
代
表
者
や
関
係
者
の
方
々

の
意
向
を
踏
ま
え
協
議
を
重
ね
な
が
ら

調
整
等
に
努
め
た
い
。

　

独
り
親
家
庭
の
公
営
住
宅
家
賃
の
減

額
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

町
営
住
宅
家
賃
等
の
減
免
及
び
徴
収

猶
予
等
に
関
す
る
取
扱
要
綱
に
基
づ

き
、
算
出
し
た
収
入
の
月
額
５
万
円
以

下
で
あ
る
方
等
に
つい
て
は
、
家
賃
等
の

減
免
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

独
り
親
家
庭
に
限
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍

な
ど
で
収
入
の
減
少
し
た
方
に
つ
い
て

は
、
担
当
課
に
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

畜
産
研
修
施
設
整
備
は

課
題
山
積

　

若
者
が
島
で
農
業
を
す
る
た
め
に
、

も
う
か
る
農
業
が
必
要
で
あ
る
。
本
町

に
お
い
て
も
園
芸
作
物
を
し
な
が
ら
畜

産
と
複
合
型
農
業
を
推
進
し
て
い
る
が
、

畜
産
に
お
い
て
は
自
己
資
金
が
必
要
な

た
め
、
新
規
就
農
従
事
者
が
い
な
い
。

ま
ず
は
、
園
芸
作
物
を
し
な
が
ら
畜
産

も
研
修
で
き
る
研
修
施
設
が
必
要
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

本
町
で
は
後
継
者
育
成
事
業
の一
環

と
し
て
新
規
就
農
希
望
者
を
対
象
に
１

年
間
の
研
修
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
先
進
農

家
で
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
理
由

と
し
て
、

　

１
点
目
、
畜
産
の
研
修
希
望
者
が
こ

れ
ま
で
に
１
件
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と

　

２
点
目
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
研

修
指
導
者
の
確
保
が
必
要
と
な
る
こ
と

　

３
点
目
、
研
修
生
が
い
な
い
期
間
も

含
め
、
餌
の
世
話
や
発
情
、
出
産
、
事

故
な
ど
、
24
時
間
３
６
５
日
体
制
で
牛

の
世
話
が
必
要
と
な
る
こ
と

　

４
点
目
、
そ
れ
相
応
の
牧
草
地
の
確

保
並
び
に
そ
の
管
理
が
必
要
と
な
る
こ

と
　

５
点
目
、
飼
料
、
餌
の
収
穫
並
び
に

飼
養
管
理
な
ど
各
種
専
用
の
機
械
の
導

入
が
必
要
と
な
る
こ
と

　

ま
た
、
稼
働
率
な
ど
、
管
理
体
制
や

設
備
投
資
、
維
持
経
費
な
ど
費
用
対

効
果
を
考
慮
す
る
と
、
町
で
畜
産
の
研

修
施
設
を
整
備
す
る
の
は
難
し
い
と
考

え
る
。

　

新
規
就
農
者
へ
の
資
金
面
で
の
支
援

と
し
て
、
畜
舎
な
ど
施
設
整
備
や
牛
の

導
入
等
の
費
用
に
つ
い
て
町
単
独
事
業

で
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
政
策
金
融

公
庫
な
ど
の
資
金
貸
付
制
度
と
併
せ
て

新
規
就
農
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
飼

養
管
理
の
指
導
並
び
に
目
的
と
内
容
に

応
じ
た
補
助
事
業
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、

支
援
体
制
の
充
実
、
強
化
を
図
って
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問
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町
長
の
政
治
姿
勢
、

具
体
的
な
施
策
は

　

施
政
方
針
で
、「
き
ら
り
と
輝
く
若

い
世
代
を
後
押
し
す
る
」「
き
ら
り
と

輝
き
安
全
な
暮
ら
し
が
で
き
る
島
」「
き

ら
り
と
輝
く
た
め
の
仕
事
の
創
設
」「
き

ら
り
と
輝
く
た
め
の
人
を
呼
び
込
む
」、

四
つ
の
重
点
施
策
は
若
者
が
安
心
し
て

島
で
生
活
で
き
る
。
人
口
減
に
歯
止
め

と
な
る
施
策
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
若

い
職
員
チ
ー
ム
で
構
成
し
て
、
島
外
に

住
ん
で
い
る
若
者
と
の
情
報
共
有
や
新

た
な
政
策
を
検
討
す
る
組
織
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

町
の
施
策
は
長
期
総
合
振
興
計
画
が

基
本
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
計
画

更
新
の
時
期
で
も
あ
り
、
計
画
策
定
の

過
程
で
、
職
員
や
若
者
に
限
ら
ず
幅
広

い
年
代
の
立
場
の
方
々
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
改
定
さ
れ
た
喜
界
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
第
２
期
喜
界
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に

も
、
若
者
の
ま
ち
づ
く
り
参
画
を
促
す

た
め
に
、
若
者
創
生
会
議
事
業
も
取
り

入
れ
、
島
内
外
の
方
々
の
意
見
も
含
め
、

貴
重
な
意
見
を
吸
い
上
げ
、
施
策
に
反

映
さ
せ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。　

小
・
中
学
生
遠
征
費
助
成
率

引
き
上
げ

　

家
庭
教
育
の
負
担
軽
減
、
小
中
学
生

の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
係
る
遠
征
費
の
助

成
額
を
増
額
し
負
担
軽
減
を
図
る
な

ど
、
計
画
が
あ
る
の
か
。
ま
た
競
技
種

目
に
よ
って
は
人
数
や
遠
征
の
回
数
な
ど

様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
等
に
助
成

で
き
る
か
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

教
育
長

　

小
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
係

る
遠
征
旅
費
の
助
成
額
を
増
額
し
、
負

担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
小
学
生
に
つ
い
て
は
、

年
１
回
実
施
さ
れ
る
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
交
歓
大
会
に
出
場
す
る
競
技
団
体

に
対
し
て
、
遠
征
旅
費
の
助
成
を
50
％

か
ら
来
年
度
は
助
成
率
を
70
％
に
引
き

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

中
学
生
に
つい
て
は
、
こ
れ
ま
で
中
学

校
体
育
連
盟
、
中
体
連
主
催
の
大
会
を

基
本
に
、
地
区
大
会
に
つ
い
て
は
50
％
、

県
大
会
に
つ
い
て
は
70
％
、
九
州
大
会
、

全
国
大
会
に
つ
い
て
は
全
額
を
補
助
し

て
い
る
が
、
地
区
大
会
の
50
％
を
70
％

に
引
き
上
げ
、
ま
た
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
の
文
化
活
動
も
同
様
に
70
％
に
引
き

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
大
会
等
に
つい
て
は
、ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
に
平
等
性
、
公
平
性
等

考
慮
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
関
係
以
外
の
小

中
学
生
の
文
化
活
動
に
関
す
る
助
成
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
な
支
援
や
助
成
は
、

実
施
し
て
い
な
い
が
、
今
後
は
活
動
の

実
態
、
大
会
の
性
質
な
ど
の
把
握
に
努

め
、
必
要
性
等
を
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
買
取
り
価

格
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
１
０
０
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
会
で
定
期
的
に

捕
獲
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
は
ど
う
か
、
見

解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

平
成
19
年
度
よ
り
ゴマ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
の
買
取
り
事
業
を
始
め
、
買
取
り

価
格
は
、
当
初
１
匹
当
た
り
10
円
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
30
円
、
50
円
と
推
移
し
、

平
成
30
年
度
か
ら
現
在
の
１
匹
当
た
り

１
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
買
取
り
数
に

つ
い
て
は
、
１
，０
０
０
匹
か
ら
３
，０
０

０
匹
程
度
に
な
って
お
り
、昨
年
は
約
４
，

７
０
０
匹
と
大
幅
に
増
加
し
、
過
去
最

大
と
な
っ
て
い
る
。
買
取
り
に
は
一
定
の

効
果
が
出
て
い
る
も
の
と
考
え
、
価
格

に
つ
い
て
今
の
と
こ
ろ
適
正
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

教
育
長

　

独
自
の
規
約
を
定
め
て
自
主
的
に
運

営
し
て
い
る
１
０
０
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

あ
る
た
め
、
代
表
者
や
関
係
者
の
方
々

の
意
向
を
踏
ま
え
協
議
を
重
ね
な
が
ら

調
整
等
に
努
め
た
い
。

　

独
り
親
家
庭
の
公
営
住
宅
家
賃
の
減

額
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

町
営
住
宅
家
賃
等
の
減
免
及
び
徴
収

猶
予
等
に
関
す
る
取
扱
要
綱
に
基
づ

き
、
算
出
し
た
収
入
の
月
額
５
万
円
以

下
で
あ
る
方
等
に
つい
て
は
、
家
賃
等
の

減
免
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

独
り
親
家
庭
に
限
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍

な
ど
で
収
入
の
減
少
し
た
方
に
つ
い
て

は
、
担
当
課
に
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

畜
産
研
修
施
設
整
備
は

課
題
山
積

　

若
者
が
島
で
農
業
を
す
る
た
め
に
、

も
う
か
る
農
業
が
必
要
で
あ
る
。
本
町

に
お
い
て
も
園
芸
作
物
を
し
な
が
ら
畜

産
と
複
合
型
農
業
を
推
進
し
て
い
る
が
、

畜
産
に
お
い
て
は
自
己
資
金
が
必
要
な

た
め
、
新
規
就
農
従
事
者
が
い
な
い
。

ま
ず
は
、
園
芸
作
物
を
し
な
が
ら
畜
産

も
研
修
で
き
る
研
修
施
設
が
必
要
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

本
町
で
は
後
継
者
育
成
事
業
の一
環

と
し
て
新
規
就
農
希
望
者
を
対
象
に
１

年
間
の
研
修
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
先
進
農

家
で
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
理
由

と
し
て
、

　

１
点
目
、
畜
産
の
研
修
希
望
者
が
こ

れ
ま
で
に
１
件
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と

　

２
点
目
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
研

修
指
導
者
の
確
保
が
必
要
と
な
る
こ
と

　

３
点
目
、
研
修
生
が
い
な
い
期
間
も

含
め
、
餌
の
世
話
や
発
情
、
出
産
、
事

故
な
ど
、
24
時
間
３
６
５
日
体
制
で
牛

の
世
話
が
必
要
と
な
る
こ
と

　

４
点
目
、
そ
れ
相
応
の
牧
草
地
の
確

保
並
び
に
そ
の
管
理
が
必
要
と
な
る
こ

と
　

５
点
目
、
飼
料
、
餌
の
収
穫
並
び
に

飼
養
管
理
な
ど
各
種
専
用
の
機
械
の
導

入
が
必
要
と
な
る
こ
と

　

ま
た
、
稼
働
率
な
ど
、
管
理
体
制
や

設
備
投
資
、
維
持
経
費
な
ど
費
用
対

効
果
を
考
慮
す
る
と
、
町
で
畜
産
の
研

修
施
設
を
整
備
す
る
の
は
難
し
い
と
考

え
る
。

　

新
規
就
農
者
へ
の
資
金
面
で
の
支
援

と
し
て
、
畜
舎
な
ど
施
設
整
備
や
牛
の

導
入
等
の
費
用
に
つ
い
て
町
単
独
事
業

で
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
政
策
金
融

公
庫
な
ど
の
資
金
貸
付
制
度
と
併
せ
て

新
規
就
農
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
飼

養
管
理
の
指
導
並
び
に
目
的
と
内
容
に

応
じ
た
補
助
事
業
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、

支
援
体
制
の
充
実
、
強
化
を
図
って
い
る
。

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁
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町
長
の
政
治
姿
勢
、

具
体
的
な
施
策
は

　

施
政
方
針
で
、「
き
ら
り
と
輝
く
若

い
世
代
を
後
押
し
す
る
」「
き
ら
り
と

輝
き
安
全
な
暮
ら
し
が
で
き
る
島
」「
き

ら
り
と
輝
く
た
め
の
仕
事
の
創
設
」「
き

ら
り
と
輝
く
た
め
の
人
を
呼
び
込
む
」、

四
つ
の
重
点
施
策
は
若
者
が
安
心
し
て

島
で
生
活
で
き
る
。
人
口
減
に
歯
止
め

と
な
る
施
策
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
若

い
職
員
チ
ー
ム
で
構
成
し
て
、
島
外
に

住
ん
で
い
る
若
者
と
の
情
報
共
有
や
新

た
な
政
策
を
検
討
す
る
組
織
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

町
の
施
策
は
長
期
総
合
振
興
計
画
が

基
本
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
計
画

更
新
の
時
期
で
も
あ
り
、
計
画
策
定
の

過
程
で
、
職
員
や
若
者
に
限
ら
ず
幅
広

い
年
代
の
立
場
の
方
々
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
改
定
さ
れ
た
喜
界
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
第
２
期
喜
界
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に

も
、
若
者
の
ま
ち
づ
く
り
参
画
を
促
す

た
め
に
、
若
者
創
生
会
議
事
業
も
取
り

入
れ
、
島
内
外
の
方
々
の
意
見
も
含
め
、

貴
重
な
意
見
を
吸
い
上
げ
、
施
策
に
反

映
さ
せ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。　

小
・
中
学
生
遠
征
費
助
成
率

引
き
上
げ

　

家
庭
教
育
の
負
担
軽
減
、
小
中
学
生

の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
係
る
遠
征
費
の
助

成
額
を
増
額
し
負
担
軽
減
を
図
る
な

ど
、
計
画
が
あ
る
の
か
。
ま
た
競
技
種

目
に
よ
って
は
人
数
や
遠
征
の
回
数
な
ど

様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
等
に
助
成

で
き
る
か
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

教
育
長

　

小
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
係

る
遠
征
旅
費
の
助
成
額
を
増
額
し
、
負

担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
小
学
生
に
つ
い
て
は
、

年
１
回
実
施
さ
れ
る
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
交
歓
大
会
に
出
場
す
る
競
技
団
体

に
対
し
て
、
遠
征
旅
費
の
助
成
を
50
％

か
ら
来
年
度
は
助
成
率
を
70
％
に
引
き

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

中
学
生
に
つい
て
は
、
こ
れ
ま
で
中
学

校
体
育
連
盟
、
中
体
連
主
催
の
大
会
を

基
本
に
、
地
区
大
会
に
つ
い
て
は
50
％
、

県
大
会
に
つ
い
て
は
70
％
、
九
州
大
会
、

全
国
大
会
に
つ
い
て
は
全
額
を
補
助
し

て
い
る
が
、
地
区
大
会
の
50
％
を
70
％

に
引
き
上
げ
、
ま
た
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
の
文
化
活
動
も
同
様
に
70
％
に
引
き

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
大
会
等
に
つい
て
は
、ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
に
平
等
性
、
公
平
性
等

考
慮
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
関
係
以
外
の
小

中
学
生
の
文
化
活
動
に
関
す
る
助
成
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
な
支
援
や
助
成
は
、

実
施
し
て
い
な
い
が
、
今
後
は
活
動
の

実
態
、
大
会
の
性
質
な
ど
の
把
握
に
努

め
、
必
要
性
等
を
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
買
取
り
価

格
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
１
０
０
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
会
で
定
期
的
に

捕
獲
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
は
ど
う
か
、
見

解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

平
成
19
年
度
よ
り
ゴマ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
の
買
取
り
事
業
を
始
め
、
買
取
り

価
格
は
、
当
初
１
匹
当
た
り
10
円
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
30
円
、
50
円
と
推
移
し
、

平
成
30
年
度
か
ら
現
在
の
１
匹
当
た
り

１
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
買
取
り
数
に

つ
い
て
は
、
１
，０
０
０
匹
か
ら
３
，０
０

０
匹
程
度
に
な
って
お
り
、昨
年
は
約
４
，

７
０
０
匹
と
大
幅
に
増
加
し
、
過
去
最

大
と
な
っ
て
い
る
。
買
取
り
に
は
一
定
の

効
果
が
出
て
い
る
も
の
と
考
え
、
価
格

に
つ
い
て
今
の
と
こ
ろ
適
正
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

教
育
長

　

独
自
の
規
約
を
定
め
て
自
主
的
に
運

営
し
て
い
る
１
０
０
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

あ
る
た
め
、
代
表
者
や
関
係
者
の
方
々

の
意
向
を
踏
ま
え
協
議
を
重
ね
な
が
ら

調
整
等
に
努
め
た
い
。

　

独
り
親
家
庭
の
公
営
住
宅
家
賃
の
減

額
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

町
営
住
宅
家
賃
等
の
減
免
及
び
徴
収

猶
予
等
に
関
す
る
取
扱
要
綱
に
基
づ

き
、
算
出
し
た
収
入
の
月
額
５
万
円
以

下
で
あ
る
方
等
に
つい
て
は
、
家
賃
等
の

減
免
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

独
り
親
家
庭
に
限
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍

な
ど
で
収
入
の
減
少
し
た
方
に
つ
い
て

は
、
担
当
課
に
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

畜
産
研
修
施
設
整
備
は

課
題
山
積

　

若
者
が
島
で
農
業
を
す
る
た
め
に
、

も
う
か
る
農
業
が
必
要
で
あ
る
。
本
町

に
お
い
て
も
園
芸
作
物
を
し
な
が
ら
畜

産
と
複
合
型
農
業
を
推
進
し
て
い
る
が
、

畜
産
に
お
い
て
は
自
己
資
金
が
必
要
な

た
め
、
新
規
就
農
従
事
者
が
い
な
い
。

ま
ず
は
、
園
芸
作
物
を
し
な
が
ら
畜
産

も
研
修
で
き
る
研
修
施
設
が
必
要
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

本
町
で
は
後
継
者
育
成
事
業
の一
環

と
し
て
新
規
就
農
希
望
者
を
対
象
に
１

年
間
の
研
修
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
先
進
農

家
で
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
理
由

と
し
て
、

　

１
点
目
、
畜
産
の
研
修
希
望
者
が
こ

れ
ま
で
に
１
件
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と

　

２
点
目
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
研

修
指
導
者
の
確
保
が
必
要
と
な
る
こ
と

　

３
点
目
、
研
修
生
が
い
な
い
期
間
も

含
め
、
餌
の
世
話
や
発
情
、
出
産
、
事

故
な
ど
、
24
時
間
３
６
５
日
体
制
で
牛

の
世
話
が
必
要
と
な
る
こ
と

　

４
点
目
、
そ
れ
相
応
の
牧
草
地
の
確

保
並
び
に
そ
の
管
理
が
必
要
と
な
る
こ

と
　

５
点
目
、
飼
料
、
餌
の
収
穫
並
び
に

飼
養
管
理
な
ど
各
種
専
用
の
機
械
の
導

入
が
必
要
と
な
る
こ
と

　

ま
た
、
稼
働
率
な
ど
、
管
理
体
制
や

設
備
投
資
、
維
持
経
費
な
ど
費
用
対

効
果
を
考
慮
す
る
と
、
町
で
畜
産
の
研

修
施
設
を
整
備
す
る
の
は
難
し
い
と
考

え
る
。

　

新
規
就
農
者
へ
の
資
金
面
で
の
支
援

と
し
て
、
畜
舎
な
ど
施
設
整
備
や
牛
の

導
入
等
の
費
用
に
つ
い
て
町
単
独
事
業

で
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
政
策
金
融

公
庫
な
ど
の
資
金
貸
付
制
度
と
併
せ
て

新
規
就
農
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
飼

養
管
理
の
指
導
並
び
に
目
的
と
内
容
に

応
じ
た
補
助
事
業
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、

支
援
体
制
の
充
実
、
強
化
を
図
って
い
る
。

質問する
生島 常範 議員

避
難
所
整
備
複
数
個
所
実
施

　

昨
年
12
月
議
会
で
要
望
し
た
が
、「
避

難
実
績
の
有
る
施
設
か
ら
奄
振
予
算
等

を
活
用
し
て
進
め
る
」
と
の
事
だ
っ
た
。

進
捗
状
況
と
い
つ
ま
で
に
行
う
の
か
伺

う
。

　
　
　

町
長
・
総
務
課
長

　

川
嶺
地
区
研
修
セ
ン
タ
ー
が
補
正
予

算
分
で
ト
イ
レ
を
内
ト
イ
レ
の
洋
式
に

す
る
た
め
、
浄
化
槽
工
事
、
更
に
雨
戸

工
事
を
予
定
。
今
年
度
予
算
が
通
過

す
れ
ば
他
に
複
数
個
所
実
施
予
定
。

志
戸
桶
沖
名
泊
の
公
衆
ト
イ
レ

は
全
体
計
画
見
直
し

　

築
35
年
経
過
し
、
使
用
不
能
状
態

が
長
年
続
い
て
い
る
。
国
立
公
園
内
の

町
指
定
海
水
浴
場
、
平
家
上
陸
の
地
で

も
あ
る
。
今
後
の
予
定
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

指
定
海
水
浴
場
の
改
正
や
観
光
ル
ー

ト
の
見
直
し
、
ト
イ
レ
新
設
要
望
等
を

踏
ま
え
、全
体
的
な
計
画
を
練
り
直
し
、

何
処
に
何
が
必
要
な
の
か
等
早
急
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

地
区
文
化
協
会
創
設
は

関
係
団
体
と
協
議

　

学
校
で
進
め
て
い
る
郷
土
を
愛
す
る

教
育
と
連
携
し
、
地
域
活
性
化
の
た
め

に
も
、
町
文
化
協
会
の
下
部
組
織
に
地

区
（
集
落
）
文
化
協
会
の
創
設
は
で
き

な
い
か
？　
　
　

　
　
　

教
育
長

　

島
内
の
貴
重
な
文
化
資
産
の
保
護
、

活
用
、
継
承
活
動
の
充
実
に
努
力
し
、

実
態
に
応
じ
て
教
育
課
程
を
工
夫
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
が
、
町
文
化
協

会
の
規
約
等
に
属
す
る
内
容
な
の
で
、

同
協
会
と
協
議
、
意
見
交
換
し
多
方

面
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

　

地
域
活
性
化
へ
の
意
識
が
高
い
行
政

職
員
に
も
、
地
区
体
育
協
会
同
様
、

積
極
的
に
区
長
と
共
に
文
化
協
会
創
設

に
向
け
協
力
を
要
望
で
き
な
い
か
。

　
　
　

町
長

　

地
域
行
事
に
参
加
す
る
の
は
行
政
マ

ン
と
し
て
当
然
の
こ
と
だ
が
、
各
地
域

で
区
長
を
中
心
に
仕
切
っ
て
行
く
の
が

普
通
の
形
。
頭
ご
な
し
に
引
っ
張
っ
て
は

却
って
避
け
て
し
ま
う
の
で
は
と
懸
念
さ

れ
る
。
出
来
る
方
が
率
先
し
て
そ
れ
に

対
し
て
行
政
が
支
援
す
る
形
で
い
い
の
で

は
と
思
う
。

方
言
サ
ミ
ッ
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
で

早
期
誘
致
は
困
難

　

伝
統
文
化
の
継
承
者
で
あ
る
高
齢
者

に
敬
意
を
表
し
て
「
○
○
名
人
」
等
の

称
号
を
創
設
で
き
な
い
か
。
島
の
先
輩

方
は
謙
虚
な
の
で
、「
自
分
か
ら
率
先

し
て
指
導
す
る
」
と
言
う
方
は
少
な
い
。

　
　
　

教
育
長

　

伝
承
者
と
し
て
の
高
齢
者
に
敬
意
を

表
す
る
の
は
大
変
重
要
。
現
在
学
校
で

も
地
域
の
方
々
に
指
導
し
て
戴
い
て
い
る

の
で
、
関
係
者
や
高
齢
者
の
方
々
の
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
協
議
し
て
い
き
た

い
。

　

昨
年
は
奄
美
市
に
て
開
催
、
２
年
後

は
沖
永
良
部
島
で
開
催
予
定
の
文
化
庁

主
催
「
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
言
語
・

方
言
サ
ミ
ッ
ト
」
を
早
期
に
本
町
で
も

開
催
し
、
町
民
の
継
承
に
向
け
た
気
運

の
醸
成
と
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
行
政

の
「
４
輪
駆
動
」
で
取
り
組
む
体
制
作

り
を
推
進
し
て
は
如
何
か
。

　
　
　

教
育
長

　

昨
年
の
奄
美
大
会
に
は
本
庁
職
員
も

派
遣
し
成
果
と
課
題
を
精
査
し
、
誘
致

が
可
能
か
検
討
し
た
が
、
現
在
は
コ
ロ

ナ
禍
で
も
あ
り
、
早
期
の
誘
致
は
困
難

だ
と
考
え
て
い
る
。

　

那
覇
市
役
所
は
職
員
採
用
の
二
次
試

験
で
採
点
項
目
外
だ
が
、
親
し
み
と
普

及
拡
大
を
目
的
に
「
し
ま
言
葉
で
自
己

紹
介
」
を
実
施
し
て
い
る
。
配
布
し
た

資
料
の
よ
う
に
早
町
小
、喜
界
小
も
「
し

ま
ゆ
み
た
の
宿
題
」
を
出
し
て
指
導
し

て
い
る
。
本
町
で
も
実
施
で
き
な
い
か

伺
う
。

　
　
　

町
長

　

方
言
の
継
承
は
大
変
重
要
な
事
だ

が
、
近
年
の
職
員
採
用
試
験
受
験
生
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
負
担
を
増
や

し
却
っ
て
減
少
す
る
懸
念
が
あ
る
の
で
、

現
段
階
で
実
施
す
る
考
え
は
全
く
な
い
。

早
朝
船
便
利
用
者
の
交
通
手
段

は
公
共
交
通
会
議
で
検
討

　
「
急
な
港
の
変
更
で
移
動
手
段
が
無

い
」
と
の
苦
情
が
多
い
。
来
島
者
に
は

喜
界
島
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
直
結
す
る
問

題
。
沖
永
良
部
は
喜
界
町
で
昭
和
62
年

か
ら
平
成
２
年
ま
で
行
っ
て
い
た
循
環
バ

ス
が
港
に
立
ち
寄
る
事
も
出
来
る
。
喜

界
町
で
も
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

令
和
３
年
度
に
喜
界
町
地
域
公
共
交

通
会
議
を
設
置
し
今
後
の
方
針
等
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁
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（シマぬ　ゆみた） 喜界小（ステップ１、２） 早町小

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

次の議会は、６月上旬を予定しています。

また、喜界町ホームページでは、議会開会中の模様をインターネット中継でご覧
いただけます。 （動画配信サイトで「喜界町議会定例会」を検索していただき、
録画もご覧いただくことができます。）

午前9時30分 開会　皆様の傍聴をお待ちしています。

お問合せ　喜界町議会事務局　電話 65 - 1115

ご案内

避
難
所
整
備
複
数
個
所
実
施

　

昨
年
12
月
議
会
で
要
望
し
た
が
、「
避

難
実
績
の
有
る
施
設
か
ら
奄
振
予
算
等

を
活
用
し
て
進
め
る
」
と
の
事
だ
っ
た
。

進
捗
状
況
と
い
つ
ま
で
に
行
う
の
か
伺

う
。

　
　
　

町
長
・
総
務
課
長

　

川
嶺
地
区
研
修
セ
ン
タ
ー
が
補
正
予

算
分
で
ト
イ
レ
を
内
ト
イ
レ
の
洋
式
に

す
る
た
め
、
浄
化
槽
工
事
、
更
に
雨
戸

工
事
を
予
定
。
今
年
度
予
算
が
通
過

す
れ
ば
他
に
複
数
個
所
実
施
予
定
。

志
戸
桶
沖
名
泊
の
公
衆
ト
イ
レ

は
全
体
計
画
見
直
し

　

築
35
年
経
過
し
、
使
用
不
能
状
態

が
長
年
続
い
て
い
る
。
国
立
公
園
内
の

町
指
定
海
水
浴
場
、
平
家
上
陸
の
地
で

も
あ
る
。
今
後
の
予
定
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

指
定
海
水
浴
場
の
改
正
や
観
光
ル
ー

ト
の
見
直
し
、
ト
イ
レ
新
設
要
望
等
を

踏
ま
え
、全
体
的
な
計
画
を
練
り
直
し
、

何
処
に
何
が
必
要
な
の
か
等
早
急
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

地
区
文
化
協
会
創
設
は

関
係
団
体
と
協
議

　

学
校
で
進
め
て
い
る
郷
土
を
愛
す
る

教
育
と
連
携
し
、
地
域
活
性
化
の
た
め

に
も
、
町
文
化
協
会
の
下
部
組
織
に
地

区
（
集
落
）
文
化
協
会
の
創
設
は
で
き

な
い
か
？　
　
　

　
　
　

教
育
長

　

島
内
の
貴
重
な
文
化
資
産
の
保
護
、

活
用
、
継
承
活
動
の
充
実
に
努
力
し
、

実
態
に
応
じ
て
教
育
課
程
を
工
夫
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
が
、
町
文
化
協

会
の
規
約
等
に
属
す
る
内
容
な
の
で
、

同
協
会
と
協
議
、
意
見
交
換
し
多
方

面
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

　

地
域
活
性
化
へ
の
意
識
が
高
い
行
政

職
員
に
も
、
地
区
体
育
協
会
同
様
、

積
極
的
に
区
長
と
共
に
文
化
協
会
創
設

に
向
け
協
力
を
要
望
で
き
な
い
か
。

　
　
　

町
長

　

地
域
行
事
に
参
加
す
る
の
は
行
政
マ

ン
と
し
て
当
然
の
こ
と
だ
が
、
各
地
域

で
区
長
を
中
心
に
仕
切
っ
て
行
く
の
が

普
通
の
形
。
頭
ご
な
し
に
引
っ
張
っ
て
は

却
って
避
け
て
し
ま
う
の
で
は
と
懸
念
さ

れ
る
。
出
来
る
方
が
率
先
し
て
そ
れ
に

対
し
て
行
政
が
支
援
す
る
形
で
い
い
の
で

は
と
思
う
。

方
言
サ
ミ
ッ
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
で

早
期
誘
致
は
困
難

　

伝
統
文
化
の
継
承
者
で
あ
る
高
齢
者

に
敬
意
を
表
し
て
「
○
○
名
人
」
等
の

称
号
を
創
設
で
き
な
い
か
。
島
の
先
輩

方
は
謙
虚
な
の
で
、「
自
分
か
ら
率
先

し
て
指
導
す
る
」
と
言
う
方
は
少
な
い
。

　
　
　

教
育
長

　

伝
承
者
と
し
て
の
高
齢
者
に
敬
意
を

表
す
る
の
は
大
変
重
要
。
現
在
学
校
で

も
地
域
の
方
々
に
指
導
し
て
戴
い
て
い
る

の
で
、
関
係
者
や
高
齢
者
の
方
々
の
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
協
議
し
て
い
き
た

い
。

　

昨
年
は
奄
美
市
に
て
開
催
、
２
年
後

は
沖
永
良
部
島
で
開
催
予
定
の
文
化
庁

主
催
「
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
言
語
・

方
言
サ
ミ
ッ
ト
」
を
早
期
に
本
町
で
も

開
催
し
、
町
民
の
継
承
に
向
け
た
気
運

の
醸
成
と
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
行
政

の
「
４
輪
駆
動
」
で
取
り
組
む
体
制
作

り
を
推
進
し
て
は
如
何
か
。

　
　
　

教
育
長

　

昨
年
の
奄
美
大
会
に
は
本
庁
職
員
も

派
遣
し
成
果
と
課
題
を
精
査
し
、
誘
致

が
可
能
か
検
討
し
た
が
、
現
在
は
コ
ロ

ナ
禍
で
も
あ
り
、
早
期
の
誘
致
は
困
難

だ
と
考
え
て
い
る
。

　

那
覇
市
役
所
は
職
員
採
用
の
二
次
試

験
で
採
点
項
目
外
だ
が
、
親
し
み
と
普

及
拡
大
を
目
的
に
「
し
ま
言
葉
で
自
己

紹
介
」
を
実
施
し
て
い
る
。
配
布
し
た

資
料
の
よ
う
に
早
町
小
、喜
界
小
も
「
し

ま
ゆ
み
た
の
宿
題
」
を
出
し
て
指
導
し

て
い
る
。
本
町
で
も
実
施
で
き
な
い
か

伺
う
。

　
　
　

町
長

　

方
言
の
継
承
は
大
変
重
要
な
事
だ

が
、
近
年
の
職
員
採
用
試
験
受
験
生
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
負
担
を
増
や

し
却
っ
て
減
少
す
る
懸
念
が
あ
る
の
で
、

現
段
階
で
実
施
す
る
考
え
は
全
く
な
い
。

早
朝
船
便
利
用
者
の
交
通
手
段

は
公
共
交
通
会
議
で
検
討

　
「
急
な
港
の
変
更
で
移
動
手
段
が
無

い
」
と
の
苦
情
が
多
い
。
来
島
者
に
は

喜
界
島
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
直
結
す
る
問

題
。
沖
永
良
部
は
喜
界
町
で
昭
和
62
年

か
ら
平
成
２
年
ま
で
行
っ
て
い
た
循
環
バ

ス
が
港
に
立
ち
寄
る
事
も
出
来
る
。
喜

界
町
で
も
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

令
和
３
年
度
に
喜
界
町
地
域
公
共
交

通
会
議
を
設
置
し
今
後
の
方
針
等
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

議会のうごき （４月～６月）

４月   ８日　…………　議長・事務局長合同会（奄美市）

４月 ２６日　…………　県政説明会（鹿児島市）

５月 １１日　…………　議員研修会（鹿児島市）

５月 １２日　…………　新議員研修会（鹿児島市）

５月 １９日　…………　各種協議総会（奄美市）

６月   ４日　…………　議員大会（奄美市）  

議案第８号

議案第９号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

町長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例について
（本条例中「令和3年3月」を「令和４年3月」に改めるもの）

喜界町公共施設整備基金条例の一部を改正する条例について
（本条例第１８号第６条の２を新たに加えるもの）

字の区域変更について
(大字 ・ 湾 ・ 字 ・ 大石垣の大字界の区域変更するもの）

喜界町議会議員及び喜界町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例
の制定について
（本条例を新たに制定するもの）

報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例について
（第１３号第2条に委員、獣医師の報酬を新たに加えるもの）

喜界町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

喜界町介護保険条例の一部を改正する条例について
（喜界町介護保険条例第11号第2条第1項中介護保険料を引き下げるもの）

喜界町妊産婦支援条例の一部を改正する条例について
（出産時宿泊費等の助成額を１泊3,000円から１泊5,000円に引き上げる）

喜界町出産祝金支給条例の制定について
（出産祝い金及び乳児紙おむつ等購入費用助成金を支給することに関し必要
 な事項を定める）

喜界町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について
（一般家庭からの一般廃棄物処理費の中にマッサージチェア、バネ入りベッドソファー、
 ウォーキングマシン、車イス、１台1,000円を新たに加えるもの）

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

0

0

０

０

０

０

０

０

0

0

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議　案 内　容 採 決反 対賛 成

条例案件等報告◆ ◆ （議長は採決に含まず）

条例・同意案件等報告
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私
た
ち
に
は
大
切
な
島
が
あ
る
。そ
れ
は
喜
界
島
。目
に

見
え
る
も
の
ば
か
り
に
囚
わ
れ
す
ぎ
て
い
る
と
本
当
に
大

切
な
も
の
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

喜
界
島
は
私
た
ち
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
故
郷
。

一
時
の
感
情
に
惑
わ
さ
れ
ず
、し
っ
か
り
喜
界
島
を
み
て
い
き

た
い
。本
気
で
変
え
た
い
。本
気
で
大
切
だ
か
ら
こ
そ
最
後

ま
で
諦
め
ず
に
過
疎
化
を
食
い
止
め
て
い
く
。町
民
の
皆
様

に
議
会
内
容
、議
員
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る「
議
会

だ
よ
り
」幸
い
な
こ
と
に
、新
人
で
ご
ざ
い
ま
す
が
広
報
委

員
に
も
選
ば
れ
、一
冊
目
の
担
当
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
伝
わ
る「
議
会
だ
よ
り
」を
目
指
し
、今

後
は
老
若
男
女
問
わ
ず
、興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、委
員
会
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。そ
し
て
喜
界
町
議
会
と
い
う
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で

「
輝
く
未
来
」を
見
据
え
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。「
議
会
だ
よ

り
」、「
議
会
」に
対
し
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
配
布
い

た
し
て
お
り
ま
す
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。初
め
て
の
試
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、た
く
さ
ん
の
ご

意
見・ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
責　

土
岐
和
貴

編

集

後

記

時
本 

茂
花　

20
代 

女
性　
（
中
里
）

も　
か

良
岡 

理
一
郎

倉
橋 

博
都

野
間 

弘
也

生
島 

常
範

米
田 

信
也

土
岐 

和
貴

喜
界
町
議
会
広
報
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委　
　

員

委　
　

員

委　
　

員

委　
　

員

読

者

の

声

　

ず
っ
と
島
が
好
き
だ
っ
た
。
島
の
発
展
に
携
わ
る
こ
と
、

こ
れ
が
幼
少
期
か
ら
の
夢
だ
っ
た
。

　

け
ど
何
を
し
た
ら
い
い
？
私
に
何
が
出
来
る
？
島
の
あ

ら
ゆ
る
所
が
目
に
付
い
て
は
自
分
の
無
知
や
無
力
感
を
感

じ
て
い
た
。
2
0
2
0
年
9
月
、
四
年
に
一
度
の
喜
界
町

議
会
議
員
選
挙
が
や
っ
て
来
た
。
私
に
と
っ
て
選
挙
権
を

得
て
初
め
て
の
選
挙
だ
。
あ
る
議
員
候
補
か
ら
「
今
回
選

挙
の
ウ
グ
イ
ス
嬢
や
っ
て
み
な
い
？
」
と
お
誘
い
を
頂
い
た
。

そ
の
議
員
候
補
に
は
ず
っ
と
お
世
話
に
な
って
お
り
何
か
力

に
な
れ
る
な
ら
と
「
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
即
答
。
そ

の
日
か
ら
選
挙
演
説
ま
で
何
度
も
議
員
候
補
の
話
を
聞

き
に
行
っ
た
。
過
去
に
ど
う
いっ
た
も
の
に
携
わ
っ
て
き
た

の
か
、
そ
こ
で
何
を
学
び
、
ど
う
今
後
に
活
か
し
て
い
く

の
か
、
落
ち
着
い
た
口
調
で
淡
々
と
語
る
そ
の
姿
に
頼
も

し
さ
と
憧
れ
を
抱
い
た
。
こ
の
方
が
町
政
の
元
で
活
躍
す

る
姿
が
見
た
い
、そ
の
為
に
町
民
に
こ
の
想
い
を
届
け
た
い
、

強
く
そ
う
思
っ
た
。

　

迎
え
た
演
説
開
始
日
、
練
習
不
足
の
後
悔
や
不
安
は

あ
っ
た
が
も
う
行
く
し
か
な
い
、
車
は
走
り
出
し
た
。
マ

イ
ク
を
握
り
用
意
し
た
原
稿
を
丁
寧
に
な
ぞ
っ
て
い
く
。

２
日
目
3
日
目
と
な
る
と
緊
張
感
は
心
地
よ
い
も
の
へ
と

変
化
し
、
た
だ
な
ぞ
って
い
た
原
稿
も
次
第
に
私
の
言
葉
へ

と
変
わ
って
い
た
。　

　

４
日
目
、
具
体
的
な
政
策
を
伝
え
る
。
集
落
の
中
を

ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
回
っ
た
。
今
の
島
の
課
題
は
？
残
し
て
い

き
た
い
も
の
は
？
き
っ
と
や
って
く
れ
る
と
思
っ
た
。

　

そ
し
て
最
終
日
、
体
感
で
４
日
間
は
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ

た
。
し
か
し
疲
労
は
確
実
に
蓄
積
さ
れ
て
お
り
座
り
っ
ぱ

な
し
の
腰
は
痛
み
、
滑
舌
良
く
発
音
し
よ
う
と
酷
使
し

た
表
情
筋
は
も
う
限
界
だ
っ
た
。
上
手
く
ろ
れ
つ
が
回
ら

な
い
、
動
け
私
の
口
。
保
冷
剤
で
顔
を
冷
や
し
な
が
ら
は

っ
き
り
と
発
音
で
き
る
間
に
全
て
を
ぶ
つ
け
た
。
こ
ん
な
に

体
は
疲
れ
て
い
る
の
に
こ
の
日
が一番
楽
し
か
っ
た
。
今
ま
で

島
を
想
っ
て
は
無
力
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
私
が
感

銘
を
受
け
た
人
物
の
町
政
への
道
筋
に
携
わ
れ
る
な
ん
て
、

身
震
い
す
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
、
島
を
想
い
続
け
て
よ
か
っ

た
。

　

あ
の
日
の
言
葉
は
全
て
私
の
心
の
底
か
ら
溢
れ
出
し
た

愛
す
る
島
への
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
。
こ
の
経
験
で
1
人
の
人

間
が
島
に
起
こ
せ
る
影
響
の
大
き
さ
を
知
っ
た
。
視
野
が

か
な
り
広
が
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が

成
せ
る
こ
と
や
役
割
分
担
が
あ
る
こ
と
も
学
ん
だ
。

　

全
て
を
1
人
で
背
負
い
こ
む
必
要
は
な
い
。
逆
に
自
分

で
は
何
も
で
き
な
い
と
思
考
を
止
め
る
必
要
も
無
い
。様
々

な
業
種
、
様
々
な
経
歴
の
人
達
が
支
え
合
っ
て
生
き
て
い

る
。
今
出
来
る
事
、
今
感
じ
て
い
る
事
を
大
事
に
島
を
想

い
続
け
る
。
そ
し
て
いつ
か
そ
の
想
い
を
形
に
す
る
。

こ
れ
が
私
の
今
後
の
夢

『大切』は身近な場所に


